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トポロジカル絶縁体は、バルクは絶縁体だがその表面は金属的な性質を示す、新奇な物質状態

をもつ。その特異なトポロジカル絶縁体表面の研究は、角度分解光電子分光（ARPES）等を用い

て行われてきた。なかでも、Sb2Te3は表面状態のエネルギー分散が単純な単一ディラックコーン

をもつと理論的に予測されている系の一つであるが[1]、フェルミレベルが価電子帯中深くにある

ため表面状態は未だ観測されていない。そこで、本研究

では電子と相互作用しているフォノンに着目し、バルク

と表面フォノンのダイナミクスを比較することで、

Sb2Te3の表面特性を探りトポロジカル表面状態の情報

を得ることを目指す。 

本実験は、フェムト秒時間分解反射率／透過率測定

（ポンプ・プローブ法）を用いた[2]。光源は Ti;Sapphire

レーザーで、中心波長 800 [nm]、繰り返し率 86 [MHz]、

パルス幅 40 [fs] であり、用いた試料は改良型 Bridgman

法[3]で作製した単結晶 Sb2Te3である[3]。過渡反射率測定

に用いた試料は厚さ約 30 [m]であり、透過率測定は

その試料から透過光が観測できるまで剥離した。 

過渡反射率変化の振動成分をフーリエ変換すると、2.03 [THz], 4.92 [ THz] の 2 つの振動数が現

れた。ラマン分光の文献値[4]と比較すると、それぞれ A1g
1
, A1g

2モードであると同定された。次に、

剥離して薄くした試料を用いて過渡透過率変化を測定した。図 1 に示すように、フーリエ変換の

ピークは A1g
1モードが消失し、A1g

2モードのみのピークとなった。さらに、A1g
2モードの振動数

は 5.19 [THz] へと、約 0.30 [THz] 高振動数側へシフトしていることが分かった。この振動数シフ

トは、1QL(quintuple layer)での理論計算[4]でのピークシフト傾向と一致している。本発表では、ト

ポロジカル表面の影響を観測できている可能性について議論する。 
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図 1. バルクと薄膜の違いによるフーリエ変換 
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